
原 著

Sttldle叩 nS叩 eptlbllI.tylo.rDD,Toi-1̀TAkAtBuki"StmlnoLtheIIot"eF)y,Mz.8Cado,叩eatL'ca∫,'､

噴 !1g･Studieso･nInsectR甲istap?etoInsecticides･3･ⅠIajJipl.eIKEXOTO(IbaraAgri9ulturql
ChemicalsInstitute,Shimidzu.:PresentAdress.DepartmentofAgriculturalChemistry,Faculty1

ofAgricultuTe･Nag.oyaUnilYerSity･An Jlo･)ReceivedOct･31･1964･Botyu･kagL7klf･30･1･1965･
(withEnglishSummary.8)

1･ 高槻系 イモJ{手の pDT感軍性に甲する研究' 昆虫の殺虫剤抵抗性に関する研究 (第3報)

池本 姶 (イハラ農薬研究所)桝 39.10.31受理

高塀系イエバェは DDT-r吋act?,rirtessであるといわれているが, これを証明する事実は不十分

である.荊槻系イエバェはもともと欧米に分布する イエバェとおなじ樫皮のDDT感受性をしめす

系統であっ.たと考えた方が妥当のようにおもわれる.

市槻系イエバエはわが国でひろく穀虫剤の生物試験

検定につかわれている.本系統をふくめて日本などに

分布するイエバエは欧米に分布するイエバエMLIS.Ca

do叩eSE'如 doT,eStJ'caのl地方的晶砧M･domestica'(,
vl.(軸 とされている･啄米に分布するイエバエ(以下

d叩納 巧とする)のPP士にたいするIPb哩 .つう

僻目 匹あたり910.3jLgからO,･3FE!寧灰である.が,碍桝

系イエバイが d叩CS!t'caよりも DDT にた†､してか

なり.たかいLD50.をしめすことは,今迄にLi.ましげ報

貫されてきたl･2,チ,･安即 は咽 系 イエ定 時pD,T
に笹 いして嘩1匹あT=り69FLgの準虫で30%傘?琴死
寧しかしめさず･突放宝内で DD･T軸汰をIS,こなって

も･さほど抵抗性は机如し年いし･日.本各地に分布す

るイエ′て工もたかい Lp50をしめすので,前槻系イエ

バエのみならず日本のイエバエはもともとD,DTにつ

よい生理的品種ではなかったかという考えを発=RL,

これは拡抗性 (resistance)ではなくて.Brownの定

苑する DDT-refractorinessという言非で表現する

のが安当であるとした.その後,長沢1)はLD50,2FLg

あたりが高槻系 イエバ エの原系に近い鎌田であるよ

うにおもわれることを発袈した.長沢は特に DDT-

refractorinessという召ガ5は用いていないが. LD帥

(DDT)2ILgはあきらかに Brownの止端するDDT-

refractorinessを.Q味している.しかし捕槻系イエバ

エの原系のLDBOは2jLgであるということを証明する

印火はない.

耶抑 ま若干の観点から少くとも高槻系イエバエはも

ともと domcsticaとおなじ程度の (DDT)感受性を

'木靴 trの概要は1963年7月21EI,E1.本応用動物見
出学会斑蹄Jl賓部第3回印章で発表した.

… 現在 :Vl古屋大学見学部農芸化学教室

しめす系統であって.例かllになんらかの原因でたか

い LDBOをしめすようになったと考えるJJ'が安当のよ

うにIJ･もわれるQ)で次o)その大出を糾糾したい.

宍験材料および方法

火映にはLi択一)によって捕槻系イエバエのln系に近

いと-考えられた写桐体肺 で(Takatsuki)2.3,イハ

ラ出灘研死所で飼tfされているImF4:耶 TII.1よび

原系に近いとRl性されている桐附 けよ.)もさらに鳩受

性で性比がいもじるしくことなっているといわれる桐

休耶 T4を班JTlした. いずれも石て邦大学化学研兜所

から分誰後3叩口に-Y.:省のところにとどいたものであ

ち.桐肘作の区別に良沢一)はアルフ7ベットを使用し

たが,班用された記号の.なかにSがふくまれており,

Sはおうおう感受性系統を意味するので,著者は数字

を使用した.

感受性の測定は前報5)にしたがった.殺虫剤は池本6)

がさきに報告したものを使用した.

以上は実験方法の概要にすぎないが,細部はそれぞ

れの項日中で記叔する.

英 検 結 果

1) 高槻系イエJi工の性比 :滋沢一)によるとT4の

和雌比は雌がはるかに少ない.潜者は本個体群を飼育

している誠研兜虫からlヶ月おきに二塚ほど約100個

づつの蛸を画 してもら.って次代oL確報 を調査して

みた･両回ともほぼ同様の結果をえたので,一例とし

て第2回目の碍果を第1表にしめすことにした.

本表は一昼夜毎に産みつけられた卵を一正のポット

に入れて飼育し羽化した成虫の雌椛比をしらべたもの

である. x2が 3.8Jlよりも大きい班をしめした場合

1
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も多くみられたが,全体の雌雄比に有意な差はみられ

なかった.雌雄比はほぼ 1:1またはそれに近いもの

と考えられる..長沢4)によって指摘されたような異常

な雌雄比はみられないとおもわれる.T4が倖存され

ているある研光機関に雌雄比を質ねてみ たが■. ほぼ

1:1だという.長沢▲'によるかたよらた雌雄比は分譲

Table1. Sexratioof､apopulation(T4)in

''Takatsuki"strainofthehousefly,Musca
domesLL'cavicina.

totalI1681L1596L51.30 L 2.205

99

90

70

∽

釦

10

1

L
3!tt!)hO
E

3u
a3
-lad

0.01

99

鮒

70

幻

30

1

Jg
tt:一
JO
E
Tu
aU
ユ

ad

0.1 1.0 10.0
(Dosage′上g/femalefly)

_I-･--I- ,二⊆ ≡ ≡ 二

後の飼育中に異常をきたしたものと想陳される.

2) 南牧系イエJ{工の各種有機設虫剤にたいする感

受性 :4個体酢における各種有機殺虫剤にたいするE感

受性の程度は耶2敦にしめされるとおりである.

DDVPが一番ひくい LD50をしめした. DDVPが

多くの殺虫剤のなかで一番つよい殺虫力をしめすとい

う事実は安評 'によって指摘されている.塩菜系殺虫

剤にたいする抵抗性の程度は2,3の例外をのぞいて

domesh'caの感受性系統のそれに比佼していちじるし

くつよいが,有機燐系殺虫剤にたいする感受性の程度

はdomestfcaの感受性系統のそれとほ とんどかあら

ない.

DDT近緑化合物では1,2の例タいまあるが,ふつう

DTDT,DFDTとくに Metboxychlorが DDTより

もつよい殻出力をしめし,DBrDT,DDDは DDTよ

りもよわい殺虫力をしめしている. DDTにたいして

一番抵抗性のよわい T4では Methoxycblorのみが

DDT よりもつよい殻虫力をしめすにすぎない. T4

の DDTにたいするLD6｡はdomesticaのそれとあま

りちがわないが, DDT近縁化合物の殺虫力スペクト

ラムもそれをしめしているとおもわれる. dbmesLLca

の感受性系統では,これら I)DT近縁化合物はIDDT

よりもよわい殺虫力をしめすが,DDT抵抗性の系統

ではMethoxychlor,DTDT,DFDTが DDTよりも

つよい殺虫力をしめし,DBrDT,DDDは･DDT･より

もよわい殺虫力をしめす7,8). Prolan8),Lindane7,8),
Dieldrin8).AC･5727I)各抵抗性イエバエでもMethoxy

chlorの方が DDTよりもつよい殺虫力をしめすこと

がしられてy､る･そして高槻系イエバエの諮個体群の

殺虫力 スペクトラムは DDTにたいしてたかい LD80

を･Lめすものほど抵抗性イエバエの殺虫力スペク.トラ

ムによく似ている.

<

/ / ●/ _一 _｣ ∠ く =

o･1 1･0 100･.0001 1000･.001 0･1 1･0 10･0 100･10
.Dosage(〝g/femalefly)

Fig.1 I)osage-mortalityregressionlinesindicatingrespo.nseof"Takatsuki"
strainofthehousefly,Muscadomesticavicinatosomeinsecticides.
A:Aldrin, B:Dieldrin, C:Sevin. 一〇一 Tl, -×- T2, -〇一 T3,
-△- T4.



LD5｡(FLg/fly･topical application)
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Carbamates

Sevin 5.85 1.43

AC5727(UCIO854)★ 1.73 0.307

Pyretbroidinsecticide
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* m-isopropylphenylN-methylcarbamate
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環状ジエン系殺虫剤では T3のみが domcstfcaと

かわらない感受性をしめした.(第1図A,B)他の個

体群はいずれも抵抗性個体との混在をしめしている.

山崎,檎橋'I)によって飼育されていた高槻系イエバエ

はDieldrinにたいする感受性の程度は domcsticaと

かわらない.

カーバメイト系殺虫剤では高槻系 イエバェの AC

5727にたいする感受性は do如esh'caのそれとことな

らない.2,3の個体粥はSevin抵抗性個体の混在をし

めしている(邦1図C).domesilcaの感受性系統でも

同位な郡災がしられており,SevinにたいLnatural

tolerantceをしめすということが S占Vinにたいする抵

抗性の発達が非常にはやいということのひとつの原因

となっている10).
∫

なお,α-d1-trans-allethrinにたいしてはJdomestL'ca

と感受性の程度はそんなに違わない.

3) 高槻系イエJ{工の DDT抵抗性の先達 :安富3)

によると高槻系イエバェを実験室においてbDTで長

期間淘汰してもさほど蹴背な抵抗性の増大はみられな

い.安富によって班用された前例系イエバエは雌1匹

あたり60lLgの薬虫で30.0-32.0,%の致死率をしめす

にすぎない.'iE田によって用いられた桐肘糾まDDT

にたいする抵抗性の発逃がほぼ平衡にたつしているも

のとおもわれる.もつと抵抗性のよわい個体がを淘汰

すれば bDTにたいして抵抗性を発達するとおもわれ

る.また舵抗性増大の性状は奴初の袋田における抵抗

性氾伝子の耕庇とその適LL-h性などによってきめられる

はずである.このことは現在各火映宝で飼符されてい

る高槻系 イエバエが粧して DDT-refractorinessで

0
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あるかどうかを検討するためにも必要なこととおもわ

れる.

Tlはすでに報告したように雌雄いずれも'F8で抵

抗性の発達は平衡にたつした. 雌は1一匹あたり60F,g

以上の処理をしても最大致死率は40%をこえなかった.

雄も60FLgから100FLgの非虫で処理されても約35%は

生存するようになったB).′l
T2もTlと同じ方法で淘汰をおこなった.各世代

雌雄それぞれに10%示ら30%程度の生存率がえられる

薬紋を滴下処理した. しかし雌は F6から雄は hか

ら生存率は60%をこえたが DDT の生体内-ゐ吸収

は飽和にたっしているとおもわれ るので 1匹あたり

100FLg以上の処理はしなかった.第2図にしめすよう

に世代をかさねるにしたがって次第に抵抗性をまして

いった.雌はFBでLD6.で18倍ほどになり.1匹あ

たり60FLg以上を処理しても投大致死率は60,%をこえ

なかった.F6では史に抵抗性をまし40FLg以上を処刑1.

しても殺大致死率は17%をこえないようになった.さ

らに15代ほど淘汰をつづけたが,この他はほとんどか

わらなかった.抵抗性の発達はほぼ平街にたつしたと

おもわれる.雄ではF2でLD8.で5倍近くになりも,Oo'

は1匹あたり40趣 から100本gの薬袋で処理されても

致死しなかった. そしてF6でかなりいちじるしく拭

抗性を増加し40FLgから100fLgの非虫で処放されても

50%ほど生存するようになった.さらに15代ほど軸比

をつづけたが,この他はほとんどかわらなかった.班

抗性の発達はほぼ平衡にたつしたとおもわれる.

すなわち,長沢一)によって原系に近いと考えられて

いる揃槻系イエバエも砿系よりも若干の恕山剤にたい

1 ･ 1'O Dosage(plgO/Ofem,i･lehly) 10 100

Fig･2Dosage･hoぬlity.regressionlinesindicatingde'V'e19pmteh t■ofbDT-
resistancleiAaかp■dlation(T2)bf--Taka'tsukiMstiiiAoithehous'efly,
Muscadomesticavfcina. -〇一 P, -●-F1, -0-F2, -△- F3,

-×- F6, -▽- FB.
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して航抗性をしめす高槻系イエバエもDDTにたいし

て拭抗性を急速に増大した.そして抵抗性の発連がほ

ぼ平衡にたつしたとおもわれる世代のDDTにたいす

る致死率の性状は雨個体群でことなる. Tlは安打的

によって飼Iffされていた苅槻系イエバェのそれに桁似

しており,T2はLl岬.6.桐ml)によって飼育されてい

た捕槻系イエバェによく似ていろ.両胴体群は氾伝的

にことなったものに分化していたのである.

4) DbT感受性にたいする共力剤の影由 :イエバ

および ピレ トリン共力剤 としてしられている piri･

e-rohlyl･C沖lohtentel3'は DIiT抵抗性イエバェにたい

してDDTの作用をつよめる∴前者に屑するものとし

てとくにDhhc･.1,i-brsCb-cbllo軸 旅hyl)ethAAe,

抽こてカーchlord-phenyl)lt-chlor6nre'thahe,i-chlb'rd･

払e.nサ11,2一都chtdr6-2-I(多-thlo-rdphe'nn)ethlyI･

k'et'dn'eなどがしられている. これらDI)T共力剤は

DDT抵抗性イエバェには有効であるが･, 感受性の系

統には共力作用をしめきない.

軸 で鋤 与力剤が補機系イエバェにたいして bbT

の作用をつよめることができるかどうかを検討してみ

た 共力剤としてbM.Cをえらんだ.bb廿と'5倍_Bの

DMCをともにア毛トンにとかして秋用した.結果は

誘き即 5よが番台卦 こしめすとおり{･ある.すなわち

DDTにたいして抵抗睦の摘捧如 きどっよい共力作南

乱 れ た･共力地 相たよづて轟琉一致細 野 由
緑はDDナ弊政のそれに比較していちじるしく板斜が

急にな-jた.しかもDDt軸 の場合にほ鹿島一致死

如
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†̀■
Fig.3 Dosage･mortalityregressionlilnes
in'diJiaiin壷:諒hもigistti'ca占titJtyo'fi)批 io.r

bb士td.'･触kat昌'ukTi;,S'th'lhも-日 払 h'ah:she
fly,Muscadomcsticavfcl'如.(bI汁 :DWc

=1':5).-〇一Tl,二丈-b,LJS二他
-△-T4.

Table3･.､Synergisticb'ctlVLty,DfDMC 轍
7)DT tonTakatSki''strainofthehous_eEly,
MuicE7domcs'tEcL7Vr'cllna.(DI汁:DMC=王1:5).

Relativesyhergisticactivity

瀧 責苛 -ML-cP6転

Population T 1 T2 T3 T4

ll.9 8.3 53.℃ 3.℃

tt)BO(DDT) 10:d諺 ･li.5 鳩.5 鵬 15

率回帰直線の焼餅 互恵た盲'>いにいちじるしくことなる

が,I)此 添加によって薬畠二致死率回帰直線はおた

がiいに平行をし.めした.そしていずれ切柄体雛もL'D品

は雌1匹あたり'6.台ご0.8雄 tの符跡 ことどまづた.

phre-nyllt'hioureもは DbT｣抵抗性ゐ最 古ジもウバ

ェ･b如b'iyzl''li'h･ctA"聯 ts're'YにたいLfi埠頭隆盛
底地 )をしめす11,'tt'.前板系 イエバエについて

郎 叫 thidかt'iの効朱をしらべた. 各摘体机 ､ずれ

も轡 の禦 申いて･l由あや 25,rSb･lJddAI;の始
流を局所馳JTl法七蓮如した1.T4払 7bJ5薄 地廃良で

2･5%の致死軸 L.blL加 かは垂触 れ 年か克
なお,bb士で湘汰されたで盲につも､七も同級ゐ調互

をおこならたb･･,各如,iとも致死しなからた.すなわ

ち,.th･e坤lthro'dlもal土bI)Tで海汰されたもあおよ

かいずれの知床軸 こも触功であった.

なお. pi'tklro'n'ylc'Y.ào'hpenもほDti'T転玩直 エ々

lT･土にたいしてbbTの柚 をつよある丸 子痔 じ
bi鈴rdnlyl頭巾休に桝する が掛 軸 lもt;t･dtx泊riなど

ほbDt転地 イエバ土に.たい し七b折 琳 敵

うよめないl3t･.如 掛 こし申す よ症 が.ee'rdhyl
a.d'tldktd･主は端板転 イエバェにたいしてDbTめ作用

をつよめない.
■lI■ 1

;uT･諾:tl怠 ioerynbe謡 st･i.ct.畿 ま欝 よ嘉 怒

hbdも占恥,hus占a音ああc数砧 韻･誠汲

TllT2

25.t)
(Tl)DDT 2.5

仏)+佃

(DDTalontel) l1/O1211･ld il･叫 11･67

毒 議

長択一)は高槻系イエバ土の13個体群をづかつてt)DT

にたいする感受睦め粗定をしらべた.そのうち2m休

群は非常に感受性であった.しかし,ひとつは舛rIYな

5
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脚 推比をti'めし生理的に異常なものに分化したものと

おむおきtFJ申IITe正常な感受性をしめずとは考えられなI.1I
い正 た.ほかの1個体抑 絹 槻系イよバェではなく

て domcstL'ca:であると断定した. かような理由でこ

れら2桐肘作の LDBOは高槻系イエバエの LD80を代

滋するとは考えられないとした.雌雄比の只常が他の

LLiPI!的シ■ステムに彫饗をおよぼすともおもわれない.･

前述したようにこの個体群T4の雌雄比はほぼ 1:1

で,滋沢による典侍な雌雄比は分譲後の飼育中に生じ

だとおもわれる.一方の感受性個体群は長沢l)によっ

て殺虫力スペクトラムから高槻系イエバェではなくて

do桝eSticaであるとみなされたのであるが,T4がし

めすように感受性の個体群ほど domesticaの殺虫力

スペクトラムに似ているので,殺虫力ろペクトラムか

ら,かような推定をすることはできない.現在のとこ

ろ,両晶枕の同定は形一点学的な追いから推定する以外

にない.いずれにしてもDDTに感受性の両個体群が

7.'6槻系イエバエの原系に近いという可能性を石定する

剖!山はなにもない. すなわち両個体群についでDDT

感受性胴体がのLD卯2,Opg(DDT)が高槻系イエバェ

のIL(系の DDT,LD60であるとみなすfil由はなにもな

い.勿胤 i:古城系イエバエは火映室内で淘昧してもさ

ほど紙Zl'(性を土nJmLないほどつよい抵抗性をしめすと

いうrR仰 'の主眼を受入れ中部由もない･たまたま安

田 3) によって朗押されていた砧槻系イエバェが DDT

に?よい拡抗性をし申していたにすぎない･

T4のDDTにたいするLD60は0.9iLgでdo桝eStEca

の!感受性系統の LDBOにちかい.しかもT4の場合環

状ジュン系殺虫剤紙抗性イエバエはDDTなどにたい

しても交叉抵抗性をしめすことを十分に考慮せねばな

らない.そして,DDT,Prolan,Lindane,Dieldrin,
カーバメイト系殺虫剤あるいは若干の有機燐系殺虫剤

にたいして抵抗性をしめすイエバェはDBrDT,DDD
にたいしてDDTよりもたかいLD50をしめし,DFDT
DDTとくにMetboxychlorにたいしてはDDTより

もひくいLD50をしめす傾向がある7,8･10).若干の例外

はあるがかような現象は高槻系イエバェにもみとめら

れる.とくにDDTにたかい LD50をしめす個体群は

どこの傾向がいもじるしい.DDTにひくい LD50を

しめす T4はMethoxychlor以外は domestl'caの感

受性系統の殺虫力スペクトラムによく似ている.これ

らの事実はいずれの個体粥もDDT祇抗性であるが,

T4が一番感受性系統にちかいことをしめしている.

そして高槻系イエバェの各個体群でDDTにたいして

LD50がたかいものほど発育がおそい(池本未発表).

rI-d様なことは他のDDT抵抗性イエバェでもしられて

いる.●かようにDDT抵抗性の迫伝子は不利な点をも

っているので.DDT淘汰のない環境下では抵抗性迫

6

伝子は自然淘汰にたいして不利であると考えられてい

る.いったん抵抗性になった集団をDDTをあたえな

い辞坊におき自然淘汰のみにまかせるとき抵抗性が減

退する理由として考えられている.DDTに感受性の

高槻系イエバエほど発育がはやいというととは高槻系

イエバェはもともとDDTに感受性であったと考えて

よいのではあるまいか.また良薬会社で工場の近くに

設置された研死去では外国の感受性系統をとり入れて

も当分の間,大量に繁殖させることは刑しいが,E3兆

をあっかつていない研究室に移すとたやすく繋鮒させ

ることができる.そして前述の研究室でも次卿 こ繁列

するようになるが,そのとき,色々な殺虫剤に抵抗性

をしめすようになっていることを経険したり耳にした

りする.昆虫宙物学の研兜に従事する研究室で飼育さ

れているイエバェがおうおうたかい LDooをしめすと

いうことは無意誠な淘汰によって抵抗性をしめすよう

になったことを暗示している.また,このような耶火

は高槻系イエバエはもともと感受性系統であったこと

をつよく支持するものと想像される.

なれ Abediら16)によって他の殺虫剤に抵抗性をし

めすイエバエは別の殺虫剤にたいして急速に抵抗性

を発達させると指摘されている.同様なことは La･
Brecqueなどの実験にもしめされている.すなわち,

domesh'caを Malathionで淘汰すると DDTにさら

されなかった個体群でもDDTにたいして抵抗性を急

速に増大する17). 反対にMalathionにたいする抵抗

性もDDT抵抗性イエバェでは感受性イエバエよりも

急速に増大する18).Malathion抵抗性 イエバエは各

班出来系殺虫剤にたいしていちじるしい交叉抵抗性を

しめすが,DDT抵抗性 イエバエは各托有機燐系殺虫

剤にたいして交叉抵抗性をしめさないことはよくしら

れている.ある殺虫剤にたいして抵抗性をしめす系統

は交叉抵抗性をしめさない他の殺虫剤にたいしてもい

ちじるしく早く抵抗性を放得するのである. また,

domesticaのDI)T抵抗性の発達は初めの約30世代は

徐々に増加し,淘汰薬星は当初の約10倍程皮になり,

つぎの10世代で急速に抵抗性を増大し約 100倍という

たかい抵抗性をしめすようになるといわれるS).vl'cilla

はDDTにたいして抵抗性をほやく発達させる系統で

あるlO)ということも考慮せねばならないが,長沢47に

よって原系にちかいと考えられている個体粥もそれよ

りもたかい LD60をしめす 1個体群もDDTにたいし

て抵抗性を急速に発述させるが,これはDDT鉱坑性

の発達様式において急速に発達する後期に相当してい

ること他の毅虫剤に抵抗性を接待していることなどに

もとづくとおもわれる.

DMC添加により高槻系イエバェのDDT..LD50は
0.3-0.8FLgの範囲になった.DDT丑紬't性イエバエに
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DDT lt･力剤を添加して DDT を処理しても●DDT,

.'LDBOは娼受性系統のそれよりもたかいといわれるの

で11,13).感受性高槻系イエバェの DDT,LD50は0.3FLg

.･･以下とおもわれる. この他は domestlLhの感受性系

統のそれと迎わない.

おそらく現在飼アT'されている揃槻系イエバェは do･

mesh'caとおなじ程度の感受性をしめす桐肘汀からな

んらかの原凹で分化したものと別棟される.

､かような分化をもたらしたひとつの原因として的述

したように殺虫剤による淘汰が考えられる.DDTおよ

び近緑化合物,他の塩素系殺虫剤,有機燐系殺虫剤,カ

ーバメイト系殺虫剤,ピレト1)ン系殺虫剤が関田とな

る.有機燐系殺虫剤にたいする感受性は第2表にしめ

すようにつよいが,これらの殺虫剤に抵抗性のものは

不安定で淘汰圧を除くと急速に低下するので,掲槻系

イエバェがかつて布機燐系湖虫剤によって軸汰をうけ

なかったとは断定できない.しかし有機燐系殺虫剤紙

抗牲イエバェのDDT交叉紙抗性はDDTをKelthane

に代謝することにもとづいている.irU述したように

piperonylbutoxideは高槻系 イエバェの各胴体f料こ

たいして DDTの作用をつよめない. piperonylbu･

toxideの殺虫剤にたいする共力作用は偲化作用の抑

制にもとづくと考えられている28). イエバエの DDT

抵抗性は DDT脱出髄節累によるDDTの脱規7掛こ原

囚している.-E,シ,ウジ3,.ウバエD.metanogaster

のDDT抵抗性および有機燐系殺虫剤抵抗性イエバエ

のDDT交叉抵抗性は DDTを撫砧の Kelthaneに酸

化することによっているが,後者のような代謝様式を

しめす抵抗性昆虫では piperonylbutoxideが共力剤

としての働きをす るが, 机者の場合では piperonyl

butoxideは DDTの兆力剤としての作用をしめさな

いとおもわれる.また, DDT抵抗性ショウジaウ′ヾ

エに負相関性をしめす phenylthioureaは市城系イエ

バェに餌効であったことも高槻系イエバエは DDTを

Kelthaneに代謝しないことをしめすものと想像され

る.著者はこの点について若干の突放をおこない,高

槻系イエバェは DDTを DDEに代謝することをみと

めた(未発表).かように,祐槻系イエバエはDDTを

I)DEに代謝するので, 苅槻系イエバエがかつて和機

系燐殺虫剤によって榊汰されたとはP,･えられない.･

Sevin抵抗性イエバェで DDT交叉拭抗性をしめす例

がひとつしられているが,ふつう粒苅系投出剤にたい

して交叉紙抗性をしめさない21㌧AC5727およびヘテ

ロ環状カーバメイトに抵抗性のイエバェは DDTなど

山諺';系殺虫剤につよい交叉抵抗性をしめすがl), 高槻

系 イエバェの各胴体酢でAC5727は用いられていな

い.ヘテロ環状カーバメイトもほとんど用いられてい

ないので,軸汰の節因としてカーバメイト系殺虫剤を

考えることは非常に難しい.ピレトリン系殺虫剤抵抗

性イエバェも塩素系殺虫剤に交叉抵抗性をしめすこと

がしられている22).苅仰系イエバェがかつてピレ･トリ

ン系殺虫剤に淘汰されなかったと断言するわけにヰまい

かない.したがって.かりに殺虫剤によって淘汰され

たとしたら托1諺;系牧山刑およびピレトリン系殺虫剤に

よる可碓性がつよい.ピレトリン系殺虫剤抵抗性イエ

バェにみられるDDT交叉舵抗性はDDTを DDEに

代肝 ㌻ることにもとづくのか,あるいは Felthaneに

代謝するのかあきちかでないので,現tL:のところ,こ

のJこiからビレトl)ン系牧山刑による軸比のTIJ他姓を判

断する方法はない.'砧槻系 イエバエをふくむ zJl'Cfna

は DDTにたいしてはやく抵抗性を披ruLする1''こと,

塩素系殺虫剤に抵抗性のイエバエは淘汰LI三をのぞいた

場合.有機燐系殺虫剤の場合ほど抵抗性をはやく沌迫

しない8'ということは,高槻系イエバェが DDTにた

かい LDooをしめす原因として DDTによる帆缶.mな

軸汰がつよい可能性をもっているとおもわ111る.なお

DDTにたいして一番感受性をしめす T4を保存して

いる研死重では今迄に DDT,Lindaneおよび ピレト

1)ン系殺虫剤を使用した経験をもたないので,京都大

学化学研死所より分譲後, DDT,Lindaやeおよびピ

レトりン系殺虫剤による淘汰はいっさいうけていない

と考えねばならない.なれ T4を保存している某研

究室の高槻系イエバェは他のものよりもこれらの殺虫

剤にたいして一都ひくいLDnをしめすという.ことは

注意してよいとおもわか.ち.

邦3卦 こしめすようにr古槻系イエバェは DDT以外

の瓜訪壬系牧山刑にたいしても dolneSLl'caよりもたか

い LD60をしめしたが,T3は環状ジュン系殺虫剤に

たいして do桝CSLJ'caとおなじ程度の感受性をしめし

た･他q)報LEfでもI)DT以外の溢素系殺虫剤にたいL

d0-mestEcaとおなじ程度の感受性をしめす例がしられ

ているl).

おそらく高槻系 イエバエは有機殺虫剤にたいして

domestEcaとおなじ税政の感受性であったと15もわれ

ち.もともと各和の舵抗仕出伝子を低抑庇ふくんだ桐

肘作で,なんらかの力;洞 で拭抗性in伝-T･のWITRがたか

まったものと4'えられる.lt;(凹のひとつとして DDT

を例にして軸比をrl.えてみたが,他の原因として

Wright効nlのような効果なども考えられるであろ

う.
さて,新殺虫剤の生物検定に多種塀の昆虫を使用す

ることが望ましい.また将釆生ずるであろう抵抗性系

統のことを考えて抵抗性個体群を使用することも必要

である,このような意味で高槻系イエバェを使用する

ことは別に差支えない.しかし,前述したように揃槻

系イエバェは各醍殺虫剤に抵抗性をしめすので,ある

.7
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艶虫剤の､t･D50を求めたとしても,交叉抵抗性にもと

づくのか,あるいはもともとの感受性をしめすのかあ

きらかでない.したがって高槻系イエペ工は化学構造

と殺虫力との関係をしらべるに時弊常に不適当な系統

である･ この場合,NAIPM,Labem-7-emといっ

た感受性のイエバエを班用せねばならない.

雫 ?.

高槻系 イエバェは DDT-refractorinessであると

いわれているが, 果 してDDT-refractorinessであ

るかどうかを検討するために2,3の実験をおこなっ

氏.

-m似系イエバェが DDT-refractorinessであると

いうことを7Jiづける叫尖はなにひとつとしてみとめら

れなかった.殻虫カスペクトラム, DDT抵抗性の発

述様式,共力剤の作用,発生速度などから高槻系イエ

バェ Muscadomesticavicl'〟aはもともと欧米に分

布するイエバェM.domesLicadomesLEcaとおなじ程

度の感受性をしめす系統で,飼育中になんらかの原因

でたかい LD60をしめすようになったもの と推察し

た.

祐槻系イエバエは各超の殺虫剤にたいして抵抗性を

しめすので,本系統を即 ､て淑虫剤感受性を調べても

それは交叉抵抗性にもとづくのか,あるいはもともと

の娼父性をしめすのかあきらかでない.したがって高

槻系イエバェは化学川辺と吸血力との関係を弼べるに

は不適当な材料である.
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軸tv.剛 ry.

Although Some investigatorshave reported

that-.Takatsuki'!･strainoftheLou.sefly･Musca
domestl'ca ufcina is DDT-refractoriness,the

authorcouldnotfindoutanyexper中entalevil
dencestosuppotthis.

Fro.mtheresultsofsomeinsecttoxicological

observations obtained bythe author.itis

assumedthatthedegreeofsusceptibilityfor

DDTofthisstrainwasclosetothatofthesus.

ceptiblestrainofthehouseflyMuscadomesLfca

domesh'cawhichdistrib.utesbothinEuropeand

America.


